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1.はじめに 

日本では，2020 年開催予定の東京オリンピックを控え，

訪日外国人旅行者に向けた無料の公衆無線 LAN 設置が進

められている[1]．また，公衆無線 LAN は災害時の情報伝

達手段として利用することも想定しており，全国的に Wi-

Fi 環境の整備が進められている[2]．公衆無線 LAN は空港

や鉄道などの交通機関や商業施設，観光地などで，通信事

業者や自治体などによって提供されている[3]．人が多く

集まるエリアでは，複数の公衆無線 LAN の Access 

Point(AP）が利用可能であることが多い．公衆無線 LAN の

利用可能なエリアや現在地周辺の公衆無線 LAN の電波状

況についての情報は運用者と利用者の両者に有用な情報

である．そこで，我々は公衆無線 LAN を含む Wi-Fi 電波強

度を可視化するシステムの開発研究を行っている．既存研

究等には，AP の設置されている位置情報を提供するアプ

リケーション[4]や，電波伝搬シミュレーションを行って

位置推定した AP の電波強度を推定する手法[5]等がある．

自治体や通信事業者によって設置した公衆無線 LAN の AP

の場所について Web で公開されていることも多い[6]．

我々は AP の位置ではなく，電波強度の実測値に注目した

「Wi-Fi 電波強度地図システム」の開発を目的とする．こ

れまでに，地下鉄での公衆無線 LAN を検出するシステムの

開発を行った[7]．また，我々のシステムでは，将来的に

新しい AP の設置や既存の AP の撤去・利用不可などで電波

状況が変化することを想定し，情報の更新が容易にできる

システムを目指している． 

そこで，本発表では公衆無線 LAN の電波強度を可視化す

るため，ヒートマップでの表示による Wi-Fi 電波強度地図

システムを開発し，動作検証を行った． 

 

2.システム概要 

「Wi-Fi 電波強度地図システム」は図 1の通りにサーバ

とタブレットで構成されている．タブレット端末には「Wi-

Fi ネットワーク収集アプリケーション」が実装されてお

り，タブレット端末にて周囲の AP の情報を収集する．収

集した測定データはアプリケーションサーバのデータベ

ースに蓄積する．公衆無線 LAN は複数の SSID や同一の

SSID で複数の AP を運用していることが多い．そのため，

蓄積したデータの中から公衆無線 LAN に対応する SSID の

データを用いて電波強度のヒートマップを作成し，WWW サ

ーバを通して利用者にヒートマップを表示する．  

本発表では，このシステムで収集したデータから公衆無

線 LAN の電波強度のヒートマップを作成した． 

 

3.ヒートマップ生成方法 

「Wi-Fi 電波強度地図システム」では，測定者がタブレ

ット端末を携帯した状態で屋外を移動し，測定データの収

集を行う．測定データの収集を行う「Wi-Fi ネットワーク

収集アプリケーション」は，1秒ごとに周囲の AP の MAC ア

ドレス，SSID，電波強度，チャンネルを記録する． 

ヒートマップは地図上に格子状のヒートマップの 2D グ

ラフィックを重ねて表示する．ヒートマップの 2D グラフ

ィックは約 10m×10m を 1 マスとし，測定データは 1 マス
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ごとに電波強度に応じた色で表している．それぞれのマス

の電波強度は，そのマスに含まれる測定データの電波強度

の平均から求めている．図 2 に Wi-Fi 電波強度地図システ

ムで表示したヒートマップを示す．  

 

4.考察 

ヒートマップによって視覚的に公衆無線 LAN が利用可

能なエリアが確認できる．色を変化させることで電波強度

を表現した．電波が天候や電波干渉の影響を受けるため，

ヒートマップの値と実際の状況が異なることが予想され

る[8]．今後，実験を通して調査していく必要がある． 

今回はヒートマップの 1 マスを約 10m×10m とした．公

衆無線 LAN の利用者にとって適当な 1マスの大きさは，位

置情報の正確性や様々な利用目的を考慮した上で今後検

討すべきである． 

我々は将来的に公衆無線 LAN の電波強度の状況変化に

対応した，情報の更新が容易にできるシステムを目指して

いる．測定日時の異なる複数のデータの扱いについて，検

討する必要がある． 

 

5.まとめ 

交通機関や商業施設，観光地などの利用者の多いところ

では，訪日外国人観光客へ向けた無料の公衆無線 LAN の設

置が進められている．本発表では，公衆無線 LAN の利用で

きるエリアの情報を提供するため，ヒートマップを作成す

る「Wi-Fi 電波強度地図システム」の研究・開発を行った． 

本発表では，ヒートマップによって視覚的に公衆無線

LAN の利用可能なエリアが確認できたが，いくつかの課題

点がみられた．  

今後は実験を通して，先述の課題点の検討を行い，「Wi-

Fi 電波強度地図システム」の改良を行う．これまでに徒

歩や地下鉄乗車時の測定を行ってきたが，自転車や自動車

などによる測定も行う予定である． 
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図 2  Wi-Fi 電波強度地図システムのヒートマップ 
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